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　ポーランドのヴロツワフで開催されたワールドゲーム

ズに出場してきました。

　日本選手団は阿南団長、佐藤選手 ( 速太郎道場 ) 大谷選

手 (ESQUATIR)　濱田選手 ( 個人 )　本宮コーチ ( 速太郎道

場 ) 小笠原コーチ (ESQUATIR) と私の７名でした。

　ワールドゲームズは、４年に１度開催されオリンピッ

クに採用されていない競技の国際総合競技大会です。

　　

私は 2001 年に開催された、ワールドゲームズ秋田大会

の初出場から今回のポーランド、ヴロツワフ大会で 5回

目の出場となりました。

　これは全競技のなかで日本人選手の最多出場となりま

す

　ワールドゲームズでのパワーリフティング競技は 3日

間で開催されるため、男女とも 4つの階級に縮小され分

けられます。

　私のエントリー階級はライトウエイト級となり10名で

戦い順位はフォーミュラポイントで決まります。

　この大会の選手選考は。昨年の世界選手権で47キロ級・

52キロ級の 3位までの 6名とその 2階級でフォーミュ

ラポイントの高い人から 4名選出されたまさに世界最高

峰の大会です。

　普段は戦わない階級の選手との勝負があります。

ワールドゲームズが開催された音楽ホール



　会場は街の中心部から徒歩１０分位の「National Forum of Music」と

いう立派な音楽ホールでした。

　使用器具はエレイコでワールドゲームズのロゴが入った特別なもので

した。

　またアップ場にも１人に１台のエレイコが用意されていて自分のペー

スでアップが出来て選手にとってありがたい環境でした。

　ワールドゲームズは１グループで競技が進められるので種目間が２０

分しかありません。

　これは観客にとっては観戦しやすいです。

　しかし選手にとっては大変で、過去４回の経験から、特にスクワット終了後にスーパースーツ脱ぎ、ベンチのノー

ギアアップ、ベンチシャツを着てアップを短時間で終わらせる練習をしておかないと対応が出来ないことは分かっ

ていましたので、全日本パワーのピーキング時から取り入れていました。

　その甲斐もあり当日は慌てることもなく、いつものアップが出来ました。

　また、今回のワールドゲームズでは徹底したドーピング検査が実施されました。

　４月末に出場の日本選手全員に競技会外の抜き打ち検査がありました。

　そして、ヴロツワフの会場で前日練習をした時に大谷選手が抜き打ち

検査を受けました。

　その際、他国の選手も複数人いたそうです。

　私は競技後にいつもどおりの尿検査と海外では初の血液でのドーピ

ング検査をうけました。

　濱田選手も競技後に受けたので現地では日本選手 4名中３名が検査

を受けました。

もちろん他国の選手も多くの人が検査を受けました。

新しいスターを待ち受ける会場

スタートは手堅く 170 ｋｇ、三本目の 185kg 成功は圧巻。



ＩＰＦのパワーリフティングのクリーンさを証明

したい！！という強い気持ちを感じました。

　さて私の試合ですが，メインセコンドは大谷選

手にお願いをしてサブセコンドには小笠原君がつ

いてくれました。

　全日本パワー前に ESQUATIR ジムでバンテージ

等を合わせてもらえたので何の心配もなく試合に

ライバル台湾のチェンを破って、銀メダルを獲得。メダルを噛締める福島選手



臨めました。

　阿南団長からは事前にライバル選手の過去の試合を細かく分析したデータをいただき参考になりました。

　また、試合当日も相手の動きを見ながらの的確なアドバイスをいただきました。

　私の試合の後のグループに佐藤選手が出場でしたのでアップ場には常に日本選手団の皆さん全員がいてくれたので

本当に心強かったです。

　何度も試合を重ねてもスクワットの第一試技は緊張します。

　全日本パワーからギア練習はやらなかったので第一試技は全日本パワーより５キロさげて１７０キロにして成功。

　第２試技は１８０キロを白２、赤１で成功させたので、次は１８５キロを申請しましたが、少ししてから陪審員の

判断で判定が覆り１８０キロは失敗試技となりました。

　この時は本当に焦りましたが次の３本目を落とすとメダル獲得が厳しくなるのは分かっていたのでバンテージを魂

込めて巻いてくれているセコンドの大谷君に ｢１８５キロを絶対にバンテージつぶして立ってくる｣ と言って強い気

持ちで挑み、白３つで成功させました。

　バックヤードに戻った時にセコンドの２人が笑顔で迎えてくれたことが凄く嬉しく、このまま笑顔で試合を終える

ために残りの２種目も成功試技を重ねようと強く思いました。

　ベンチプレスの第一試技は１２５キロで成功。

　プラットフォーム後方に大きなスクリーンがありそこに自身の動きが映しだされるので、ベンチプレスの試技中に

凄く気になってしまいました。

　第２試技はM１世界新の１３２・５キロで成功。

　第３試技は１３５キロ成功でM１世界新＆日本新。

　デットリフトのスタート重量でロシアのNatalia 選手 に次いで２位。

　申請重量を２．５キロ上げて１５７．５キロにして首位にたつ作戦もありましたが予定通り１５５キロで１本目を成

功させました。

　２本目は１６５キロで成功しましたがフィニッシュの際、両足のカーフが攣りました。

　この状態だと引けたとしても１７０キロかなと思い３本目は１７０キロを申請。

　現段階で１位のNatalia 選手と３位の台湾の Chen 選手の２本目の引きを見てもらい今大会の Chen 選手は調子が

良くないので追いあげてこないと読み１位狙いの１７２．５キロに重量変更をしました。

　この素晴らしいステージでの最

終試技は引いたら暫定１位になる

ということもあり、観客も盛り上

げてくれましたがカーフに力が入

らずファーストプルで我慢できな

く背中が丸まり膝上でバーがとま

り引けませんでした。

　トータルは４８５キロのM１世

界新でした。

　私の失敗をみてNatalia 選手は３

本目をパスし Chen 選手は私に逆転

する為に１９７．５キロに挑みまし

たが失敗となりました。

セコンドを務めたエスカティアの大谷選手 (左）と小笠原さん (右）



ライトウエイト級はロシアのNatalia 選手が６６５．５４ポイントで金メダル

　私が６５７．９０ポイントで銀メダル、Chen 選手が６３４．５４ポイントで銅メダルとなりました。

　最終日のバンケットでは全階級で競うベストリフターで２位の表彰を受けました。

　前回のワールドゲームズカリ大会の後に ｢４年後のポーランド開催のワールドゲームズでもメダルを！！｣ とセ

コンドの主人と目標を掲げ、日々練習してきました。

　ワールドゲームズは福島家にとって特別な大会です。

　今回、目標を達成出来た事、本当に嬉しく思います。

　これも、阿南団長をはじめ試合は勿論、その他の時間まで私の事を優しく楽しくサポートしてくれた日本選手団

の皆さん、練習時からお世話になっているパワーハウスメンバー、どんな時も励ましてくあさる尊敬する先輩選手

のカオリさん、真由美さん、応援してくださる全国の皆さん、そして何時もそばにいて最大のサポートをしてくれ

る家族に心から感謝しています。

本当にありがとうございました。

これからも１つ１つ積み重ねていき４年後のアメリカで開催されるワールドゲームズでも出場出来るよう精進して

いきますので皆様のご指導ご鞭撻、よろしくお願いいたします。

ベストリフター 2位、立派、福島友佳子選手！！






